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Abstract: Although GIS practices in school class have been carried out nationwide, few

practices, including academical publications by high school students, seem to have been

targeted to establish spatial information science. Here, we review practices so far and take

achievements and problems out of them. GIS holds various educational benefits.

Cooperation with local societies is needed. I hope this paper will help establish spatial

information science at high school.
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1. はじめに

全国でGISへの取組が意欲的に実践されている。

初等中等教育においては授業での実践や大学と

連携してSSHや SPP等での取組も行われている。

しかし、高校生の学会等での発表は未だ数少な

いように思える。授業等での実践をさらに発展

させ一過性で終わることのないようにすべきで

あると思われる。学会等でその研究成果を情報

発信して様々な方から多角的に指摘を受けて研

究はより深まり、大学での研究へと繋がるもの

になるのである。研究は地域との関わり合いの

中で実践されることが望ましい。フィールドワー

クを主体とした実践の成果である本稿が今後の

高校での空間情報科学の確立・地域振興に貢献

できれば幸いに思う。

2. これまでの成果

2.1 2009 年新潟市朱鷺メッセでの研究発表

モバイルGISによる商店街の変容の解析－新潟市

白根地区を事例として－

これは、2009 年 10 月 15 日・16 日に新潟市の朱

鷺メッセで行われた地理情報システム（GIS）学

会の学術研究発表大会における全国初の高校生

の発表の成果であり、地元商工会議所にも報告

したものである。かつて中心商店街であった町

並みが色褪せた現状に鑑み、旧白根市の地元商

店街をモバイルGISによりその変容ぶりを明らか

にし、さらに商店街のポテンシャルを測定すると

同時に今後の課題をも抽出した。フィールドワ

ークに先立ち、基盤地図を作成した。手順は図

１の通りである。さらに POS システムを改良して、

フィールドワーク用のドメイン(業種、階数、段

差の有無、景観の改善)を作成した。

次に買い物先に関するアンケート結果をもとに、
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因子分析(バリマックス

回転)を行った。第１因

子には買回品・準買回

品、第２因子には最寄

品が抽出され、研究対

象地域の表町商店街の

衰退した様子が明らか

図１ 基盤地図の作成 となった(図２)。

図２ 因子分析による商店街のポジション

フィールドワークの結果（図３）では店の入り口

の段差、駐車場の不備が明らかとなった。次に

表町商店街と競合する店舗のポテンシャルをハ

フモデルを援用し測定（図４）し、さらに平成 17

年度の国勢調査の結果を用いて、表町商店街と

ジャスコの商圏と判定されたメッシュについて、

面積按分して商圏人口を計算した。今後は特産

の野菜や果実をメインとしたアンテナショップ

等の検討も必要という提言を行った。

図３ フィールドワークの

結果をポリゴン化

図４ 商圏の判定

2.2 鹿児島大学での研究発表

“まちづくり”への GIS からの評価の手法に関す

る考察－新発田市を例に－

これは高校生として全国２例目となる 2011 年 10

月 15 日・16 日に鹿児島大学で開催された地理情

報システム（GIS）学会での本校生徒の研究の成

果である。この成果は新発田市まちづくり支援

課へ報告した。新発田市の生活環境の評価を新

発田市役所よりバッファを作成し、メッシュの

中心点を求め、最近隣のコンビニエンスストア、

小児科医療機関等への近接性を測定し、さらに

傾斜方位を指標として加え評価した。次に主な

施設の分布状況をカーネル密度やCrimeStatを用

いて Nnh を検出してみた（図５）。

図５ 保育所のＮnh 図６ 主成分分析

解析結果より居住環境評価を重み付けをして行

い、生活利便性を考慮して新発田市役所、小児科

医療機関等までの距離を重視した。次に重み付け

の値を変更して新発田市役所等と公園等の重み

を同等として評価した。さらに近接性の結果につ

いて主成分分析を行い（図６）、市役所から半径

３km以内に評価の高い地域を検出し、新発田市が

コンパクトシティである様子を明らかにした。新

庁舎の建設に向けて住民アンケートを行った結

果一番の支持を得た

地域交流センター駐

車場と P-センター問

題の解法の結果とを

比較して新庁舎の位

置を推定してみた（図

７）。さらに新発田市

図７ 新庁舎の位置の推定 の新発田城を高齢者

や障がいのある方が見学された場合の問題点及

び新発田駅から学校までの通学路の歩行環境を

PDA（POS システムを改良したものを内蔵）等を



VARNAM E VARIABLE DEFINITIO N

Bandwidth 2.519

ResidualSquares 4738.400
EffectiveNum ber 5.006
Sigm a 10.041
AIC c 396.080
R2 0.370
R2Adjusted 0.316
DependentField 0 １農家当たりの耕作放棄面積
Explanatory Field 1 第２種兼業農家率
Explanatory Field 2 土地利用率
Explanatory Field 3 販売金額500万以上の農家率

Explanatory Field 4 経営耕地面積2.0ha以上の農家率

携行し検証してみた。次に新発田駅から新発田南

高等学校までの通学環境を調査し、傾斜が 7 °以

上の箇所（図８）を明らかにした。元来、高齢者

や障がいのある方

の歩行を考慮した

ものではないこと

が窺えた。

図８ 歩行環境の検証

2.3 新潟県立大学での発表

GIS による農業地域構造の解析及び農業・地域振

興を目指して－新潟県岩船郡関川村を例に－

これは新潟県立大学で開かれる第 40 回日本行動

計量学会での本校生徒の成果である。この成果は

関川村農林観光課へ報告した。自治体では未だ

GIS や多変量解析を援用しての農業に関する解析

は少数なので農業地域構造をGISや多変量解析の

手法を援用して変容の様子や特色、さらに今後の

課題を抽出した。まず、国土数値情報や農林業セ

ンサスのいくつかの指標をもとに、土地利用や特

色等、農業地域構造の変容の様子を明らかにした。

次に選択した指標に加え、生活利便性として各種

施設・サービスへのアクセシビリティを測定して、

それらを加味した農業集落のクラスター分析を

行った。耕作放棄面積については、GeoDa で空間

的自己相関の検出や GWR（地理的加重回帰）で説

明変数の抽出を行った。1976 年と 2006 年の国土

数値情報の土地利用細分メッシュの比較では、増

減が見られたのは総数 30,169 個の内、森林荒地

のメッシュが+3、湖沼・河川

のメッシュが-3 であった。

2005 年農業集落カードのデ

ータと 1970 年のデータとを

比較（（2005 年－1970 年）

/1970年*100）し、さらに1970

年と 2005 年の農林業センサ

図９ 修正ウィー スのデータをもとに販売目

バー法 的で作付した面積により、修

正ウィーバー法を援用して栽培作物の特色（図

９）を抽出してみた。次に 2005 年の農林業セン

サスのデータをもとに、農家、農業労働力、生活

利便性等に関する指標として 42 個の指標を設定

し、因子分析（バリマックス

回転）を行った。この因子分

析の結果をもとにクラスタ

ー分析（k-means 法）を行っ

た（図 10）。耕作放棄地の増

加は農業の衰退へと繋がる

ので、耕作放棄面積の分布や

図 10 k-means 法 他の指標との関係等につい

て解析してみた。耕作放棄の面積に空間的自己相

関の有無を GeoDa で探ったが、正の空間的自己相

関は検出されなかった。

１農家当たりの耕作放棄面積を説明する変数を

探るために重回帰式（変数減少法）を適用したり、

GWR により説明変数を探ってみた（表１）が強い

表１ GWR の結果 決定係数は得られ

なかった。

最後に農家の現

状を把握するた

めに聞取り調査

及びフィールド

ワークを行い、土地利用図を作成し、デイリー・

リズム（図 11）を明らかにした。限られた畑に集

約的に多種類の野菜を栽培している様子をPDAに

より調査し、マップを作成した。さらに耕作放棄

地の再生に向けた取組を調査し、そばを作付した

例を見たが、商品化には尚時間を要する様子が窺

えた。行政では人口減に歯止めをかけるために宅

地分譲を進めている。第

一の問題は後継者であ

り、地域農業が抱える問

題を明らかにできた意

義は大きい。

図 11 デイリー・リズム



3. これまで援用した手法と GIS の教育的効果

高校でGISを学んだ生徒達は大学で地理学や都市

計画等の研究にその経験を活かしている。今まで

の研究の中で援用した主な手法（図 12）は、GIS

はクリップ、バッファ等基本的なものから空間的

自己相関や GWR といった高度な解析手法、多変量

解析では因子分析、重回帰分析、SOM までも援用

した。その他としてハフモデル、P-センター問題、

修正ウィーバー法等も援用した。GIS のスキルや

操作方法、結果の解釈は生徒はすぐに理解したが、

なぜこの手法がこの場面で必要なのかを脈絡の

中で理解させることが重要であり、これはまた分

析に際し、予測する能力を育成することもできる。

このような

学習は従来

の一斉授業

では指導不

可能であり、

少数でマン

ツーマンで

の指導が求

図 12 援用した手法 められる。

教育的効果としては、GIS は様々な教育的効果を

内在している（図 13）。GIS を使用することによ

り付随・波及する効果を期待できる。それは聞取

り調査やフィールドワークにおいては、コミュニ

ケーション能力や地図リテラシー、GIS のスキル

であり、フィールドワークの結果の分析場面にお

いては空間解析能力の向上も期待できる。さらに

論文にまとめることは論理的思考の育成をする

ことも

できる。

プレゼ

ンテー

ション

の練習

におい

図 13 GIS の教育的効果 ては、表

現力を養うこともできる。GIS の教育的効果とは

地域的課題の設定から学会での発表までの一連

の研究活動を通して相乗効果として期待できる

ものであろうと思われる。フィールドワークを通

してGISはその教育的効果を発揮するものと思わ

れ、フィールドワークの実践を期待したい。

4. 高校における空間情報科学の確立に向けて

新潟県内の小中高校では、GIS が認知されてい

るとは言い難い現状がある。本格的な GIS のソフ

トを導入し指導している学校は本校のみである。

そもそも教員が GIS を“知らない”のである。今

後は研究機関等とも連携して、空間情報科学の確

立に向けた取組が求められる。GIS は様々は教育

的効果を内在しており、次世代を担う生徒達に教

授されるべき科学である。今年度、南空間情報科

学（mSIS）研究会を立ち上げた。今後はさらに地

域との関わり合いの中で研究を拡充できたらよ

いと思う。生徒達の大学での研究へと繋がり、GIS

をプラットフォームとして地域・教育振興に寄与

できることを願いまとめとしたい。
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